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６ 共同企業体の構成員の数、資格要件等
\ 構成員の数 ２社とする。
] 構成員の組合せ 当局による一般競争参加
資格のうち「港湾土木工事」に係る競争参加
資格を有する者の組合せとする。

^ 構成員の資格要件 全ての構成員が、本工
事に係る入札公告に定められた「競争参加資
格」に掲げる条件を満たす者とする。

_ 出資比率
{ 構成員の数が２社の場合 全ての構成員
が、30％以上の出資比率でなければならな
い。

` 代表者の要件 代表者は、より大きな施工
能力を有し、かつ、出資比率が構成員中最大
であるものとする。

a 有効期間 特定建設工事共同企業体の有効
期間は、次の各号に掲げる者の区分に応じ当
該各号に定める期間とする。
{ 発注工事の契約の相手方となった者 競
争参加資格が有ると決定した時から工事の
請負代金の完成払をした時まで

| 発注工事の契約の相手方とならなかった
者 競争参加資格が有ると決定した時から
契約の相手方が確定した時まで

７ 資格審査申請書類
\ 一般競争（指名競争）参加資格審査申請書
] 共同企業体等調書
^ 経審結果通知書の写し
※平成25・26年度の競争参加資格審査の申請
において用いたものに限る。

_ 共同企業体協定書の写し
８ 資格審査結果の通知
資格審査の結果は、特定建設工事共同企業体
資格認定通知書により通知する。
９ その他
\ 共同企業体の名称は、「〇〇〇・ ¾ ¾ ¾・×
××（会社名等）特定建設工事共同企業体」
とする。

] 共同企業体の資格審査申請をする者は、併
せて支出負担行為担当官沖縄総合事務局開発
建設部長 小平田浩司が公告する入札参加資
格の確認を受けること。

^ 申請手続について不明な点があれば、次に
照会すること。
上記５]に同じ

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成26年５月12日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提供先 〒693`8501 出雲市塩冶町89`１
国立大学法人島根大学医学部会計課契約第
二係 福間 彰 電話0853`20`2043

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
\ 交付期間 平成26年３月26日から平成26年
５月12日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
\ 開催日時 平成26年３月31日10時00分
] 開催場所 島根大学医学部本部棟大会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

\ Classification of the products to be pro-

cured : 22, 31

] Nature and quantity of the products to be

rent : X-ray angiography system (full body

biplane system) 1 Set

^ Type of the procurement : Rent

_ Basic requirements of the procurement :

Ａ The angiography roentgen diagnosis

device is equipped with FPD, and be de-

manded that a bidirectional scan is pos-

sible by once.

Ｂ We can obtain an image of the CT-like

pictorial image and we require that it is

possible for a vessel three dimension di-

agnosis.

Ｃ For treatment, require the processing

facilities such as vascular three-dimen-

sional space mensurations.

Ｄ Being the device which can reduce the

radiation dose of the patients and the op-

erator while keeping high picture quality.

Ｅ Be demanded that Digital Cine-

imaging (30 Scan rate frame／sec) is pos-

sible to support examination with in-

tracardiac catheter and the treatment of

infants.

Ｆ Being possible to integrate with PACS

and RIS／HIS systems.

Ｇ In search of the pictorial image which

we examined with various devices, can

display it (image of a CT, MRI and the

X-ray examination Multi-modality).

Ｈ Possess patient monitoring facilities

and an operation field lighting setup.

Ｉ Possess the personal dosimeter which

can display a x-radiation dose in real

time.

Ｊ In late years the internal custody de-

vices such as stents used for an en-

dovascular treatment become fine, and it

is demanded that we have a function to

judge whether we adhere to vessel walls

and are detained.

Ｋ Renal dysfunction may be caused by

using a contrast agent.Therefore, de-

mand that we have a function (Such as

3D load maps) to minimize the contrast

agent doses.

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 17 : 00 12 May, 2014

a Contact point for the notice : Akira

Fukuma, Contracting Section 2, Accounting

Division, The National University Corpora-

tion Shimane University Faculty of Medi-

cine, 89`1 Enya-cho Izumo-shi 693`8501

Japan, TEL 0853`20`2043

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 26年３月 26日

国立大学法人愛媛大学長 柳澤 康信
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 38

〇第８号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量 光学診療内視鏡シ
ステム 一式

^ 調達方法 借入
_ 導入予定時期 平成26年度12月以降

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 26年３月 26日

国立大学法人島根大学長 小林 祥泰
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 32

〇第５号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量 Ｘ線血管撮影装置
（全身用バイプレーンシステム） 一式

^ 調達方法 借入
_ 導入予定時期 平成26年度12月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ Ｘ線血管撮影装置は、ＦＰＤを搭載し、
バイプレーン撮像が可能であること。
Ｂ ＣＴ様画像も取得でき、血管の三次元診
断が可能であること。
Ｃ 血管の立体計測等、治療に必要な処理機
能を有すること。
Ｄ 高画質を担保しつつ患者、術者の被ばく
線量低減が可能な装置であること。
Ｅ 小児の心臓カテーテル検査・治療に対応
するため、撮影レート30f／sのデジタルシ
ネ撮影が可能であること。
Ｆ ＰＡＣＳおよびＲＩＳ／ＨＩＳシステム
との統合が可能であること。
Ｇ ＣＴやＭＲといったマルチモダリティ画
像や、以前のＸ線検査の画像など、関連画
像の呼び出しと表示がインターベンション
中にテーブルサイドで可能であること。
Ｈ 患者監視設備および術野照明設備を具備
すること。
Ｉ Ｘ線被ばく線量をリアルタイムに表示可
能な個人型線量計を具備すること。
Ｊ 近年の血管内治療はステントなどの体内
留置デバイスが微細になっており、微細な
デバイスが血管壁に密着留置されているか
を判定する撮影機能を有すること。
Ｋ 治療中に使用する造影剤は治療後腎機能
障害のリスクとなるために、治療に必要な
ロードマップ機能に３Ｄロードマップな
ど、造影剤投与量を最小にする機能を有す
ること。
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